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価値創造プロセス

価値創造プロセス 日立建機グループは、これまで注力してきたバリューチェーン事業にデジタル技術を活用し、お客さまとのあらゆる

接点で提供する「ソリューション」をさらに深化させることで、社会・環境価値の最大化をめざしています。

気候変動に挑む
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資源循環型
ビジネスへの転換

社会基盤を支える
個客課題の解決

グローバル
ガバナンスの強化

日立建機グループが注視する外部環境

INPUT

企業ビジョン

経営戦略の柱財務資本（2021年度実績）
●親会社株主持分（自己資本）：6,116億円
●ネット有利子負債：2,589億円
●連結配当性向：30.9%

4つの柱を基本にデジタルテクノロジーを駆使し、お客さまからゆるぎない信頼を勝ち取り続け、
グローバル市場の中で確固たるポジションを築くことをめざす。

ビジネスユニット制の導入
各ビジネスユニットが一気通貫し、事業の推進および説明責任を持つ。縦割りを少なくし、
事業計画の意思決定を速めると同時に業績責任を明確にする。

執行役社長兼CEO

コンストラクション
ビジネスユニット

これまでの組織体制

ビジネスユニット制：共有情報の量&スピードUP

事業
戦略

事業
戦略

コンストラクションビジネスユニット

マイニングビジネスユニット

コンパクトビジネスユニット

目的
❶ お客さま起点の事業体制の最適化
❷ 中長期成長戦略の立案と責任の明確化
❸ 収益責任の明確化

開発

販売
サービス お客さま製造

製造 販売
サービス

お客さま

開発

マイニングビジネス
ユニット

コンパクトビジネス
ユニット

部品・サービス
ビジネスユニット

レンタル・中古車
ビジネスユニット

新事業創生ユニット

開発統括・品質保証・
総務・財務・法務など
の部門

グループ会社（日立
建機日本、日立建機
アメリカなど）

顧客課題解決手段
デジタル/バリューチェーン

お客さま
社会価値

安全性
向上

環境価値

生産性
向上

経済価値
経営戦略の柱

バリューチェーン
事業の強化

北中南米全域で
戦略を実現

変化に強い企業
体質の形成

お客さまとのあら
ゆる接点で深化し
たソリューション

を提供

ライフサイクル
コスト低減

バリューチェーン拡大
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製造資本
●ICT・IoTを活用したソリューションの開発・提供
●世界同一品質の実現
●グローバル拠点への投資拡大（2027年
度までに500億円）
●生産拠点：国内14カ所、海外11カ所
●グローバルな部品再生事業の展開

豊かな大地、豊かな街を未来へ…快適な生活空間づくりに貢献

Kenkijinスピリット Challenge（チャレンジ精神）、Customer（個客志向）、Communication（風通しの良さ）

■CO₂削減
●製品（Scope3）からのCO₂削減（総量）：▲21.4%
（2010年度比）
●生産（Scope1+2）CO₂削減（総量）：▲27.1% （2010年
度比）

■製品開発
●欧州市場で5トンクラスのバッテリー駆動式ミニショベ
ル「ZX55U-6EB」受注開始（2022年6月）

●コンパクト製品の生産設備能力を2025年度までに約
1.3倍に増強（2021年度比、完成車の台数ベース）

●重電大手ABB社と、エンジンレス・フル電動リジッドダン
プトラックの共同開発を開始

●売上収益1兆円以上
●営業利益率を安定的に2桁
へ

■レンタル、中古車
●東南アジア地域で自社のレンタル機を良質な中古車と
して調達。保証付き・整備済みの認定中古車として展開
■車体再生
●水没した油圧ショベルを新車同等の機能に再生し、保証
付中古車「PREMIUM USED」として販売

●日立建機ザンビアで超大型油圧ショベル（EX1200）を
再生し、原状回復、製品のマイナーチェンジまでを反映

■部品再生、部品・サービス
●インドネシアで2カ所目の部品再生拠点の稼働を開始
●米州全域に供給する部品を保管する「ジャクソン部品倉
庫」稼働開始

●鉱山機械のサービス部品に特化した「あみ部品センタ」
新設（2022年7月稼働開始）

■人と機械の最適な関係
●機体と障害物の接触被害低減に寄与する運転支援シス
テム「AERIAL ANGLE STEP Ⅳ」発売（2022年4月）
●作業者および管理者の両方の観点での施工進捗管理を
支援する施工映像共有ソリューション「Solut ion 
Linkage Work Viewer Cloud」発売（2022年4月）

■DXによる生産性向上
●IoTとAIを活用し、鉱山現場の課題解決に貢献する
「ConSite Mine」の提供開始
●ドローンで撮影した写真をクラウド上で3次元点群化す
るサービス「Solution Linkage Point Cloud」提供開始
■ローカライゼーション
●ザンビア政府の進める建設機械オペレータ育成のため
の官民連携プロジェクトに参画

■コーポレート・ガバナンス
●取締役10名のうち社外取締役5名、同10名のうち女性
取締役は2名で構成（2022年6月27日現在）

●執行役の業績連動報酬の評価指標にESG評価を追加
（2022年4月）
●全社的リスクマネジメントを担うERM委員会を発足
（2022年4月）
■コンプライアンス
●企業倫理・コンプライアンスコード研修をグローバルに
実施（受講者26,783名）

●200言語によるグローバルなコンプライアンス通報対
応（通報実績49件）

■リスクマネジメント
●アジア地区のサプライヤーのリスク調査を実施（回答率71%）
■人財育成
●経営幹部含め、国内外グループ全体で自己変革プログ
ラムを実施（2019年～2022年3月末までの受講者累
計3,343名）

●グローバルリーダーの育成を目的としたリーダーシップ
研修の実施（グローバルの対象者受講率累積88%）

財務資本

●部品から完成品までの一貫
した生産体制を確立
●工場IoT推進による高度化

製造資本

●イノベーティブな研究開発
への変革

●自動化施工の実現をリード
していく
●従来事業にとらわれない新事
業の育成

知的資本

●Kenkijinスピリットをもって
働く多様な人財

●グローバル人財ポリシーの
共有と展開

●成長をけん引する経営リー
ダーの育成

●ソリューションを実現するデ
ジタル人財の育成

●モノづくりコア人財の育成

人的資本

●ビジネスユニットと9事業部
のグローバルネットワーク

●北中南米事業の再構築を通
じ事業規模を拡大
●日立製作所の連結子会社か
ら持分法適用会社へ移行
●各研究開発分野で日立グル
ープとの連携を継続

社会・関係資本

●バリューチェーン事業による
カーボンニュートラルへの
貢献

●サーキュラーエコノミーの
拡大によりCO₂低減に貢献

自然資本

OUTPUT 事業領域と事業戦略 (2021年度実績)（投入資本） OUTCOME （創出価値）

地球温暖化の進行 自然災害に強いインフラの整備 資源の大量消費と枯渇 DXの加速 サーキュラーエコノミーへの転換 人権課題／サプライチェーンマネジメントへの要請

知的資本
●研究開発費：255億円（2021年度実績）
●海外特許出願比率：30%以上
●各種特許権、現場運営のノウハウ

人的資本
●連結従業員数：24,987名（2022年3月
31日現在）
●多様な地域の従業員：日本39.5%、海外
60.5%（2022年3月31日現在）
●独立社外取締役4名（女性2名を含む）
●高い専門性・スキルを有する人財力

社会・関係資本
●グローバル９事業部の販売ネットワーク
●総合力・ブランド力
●世界100以上の国と地域で事業を展開

自然資本（2021年度実績）
●素材投入量：340,989t
●エネルギー投入量
電気：330,123MWh
燃料油：3,675kl
ガス：33,374千m3

●水使用量：1,131,521t
●化学物質投入量：1,263t
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売上収益

1兆250億円

バリューチェーン事業
売上収益構成比率

40%

連結配当性向

30.9%

株主総利回り（TSR）

128.6%

財務成果
（2021年度実績）

日立建機のビジョン 環境戦略価値創造ストーリー 技術戦略、人財戦略 ガバナンス戦略日立建機のビジョン




